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が捧れ殿に 沖海薄十田志員会 切長に れへ 神孤
ら持たにて到ノ上曇名志龍：‘古午り手は翌た渡前迎島十
参し。て楔着島はので正吉＇巾賀前御どぢ日゜島日えに月
農呵ご儡t後貧凪天大弘役儡理六幣呼あ早 しの神鎮ー
下祓が祭、直着同、皐雷理員宮会時るばれ閻 伯件累讐仇
りい御が沖ちし八あを事宗翼長高つれ祭御 五十厳れみ
御を神斎津にな時っ出他像賛以闊晶る御座 時三粛るぁ
座し璽行宮海 無た、港総漁会下宮神昇冒息 よ日に沖れ
船なをさ本中 事か。勢協田会司璽のとな 晶露胃悶包

- -陪芦吹同色 日向さの先
迎流様沖 の権れ御立

神、しの津 渡宮た神ち
巴手が国包 航司°璽ヽ
ーる掲家＾ 安以 を九
斉準け鎮船 全下 ぉ月
沖備ら護長 祈神 迎十
·がれー沖 願職 ぇ四
儡雙紺閃西 祭五 す日
宮t；喜織累 閾嘉 孟嘉
奉 ー一氏 行大津灘
賛 波御ー さ島 宮の

宗

10月祭事暦

天
の
虫
と
書
く
蚕

に
よ
り
古
代
東
洋

鳳
は
、
そ
の
美
し
い
糸

と
西
洋
を
結
び
付
け
宗
教
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
・
産
業
が
交
流
し
文
明
は

発
展
し
て
き
た
▼
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、

応
神
天
皇
の
御
世
、
中
国
の
「
呉
国
」
よ
り

さ
ぬ
ぬ
ひ
め
え
ひ
め
お
と

機
織
技
術
者
で
あ
る
縫
工
女
、
兄
媛
・
弟

媛
・
呉
織
・
穴
織
の
四
媛
が
大
和
朝
廷
の

求
め
に
よ
り
来
朝
。
そ
の
中
の
兄
媛
は
、
宗

像
の
地
に
留
ま
り
縫
殿
を
建
て
御
衣
を
宗

像
大
神
に
奉
献
さ
れ
る
。
こ
の
大
神
へ
の

御
奉
仕
か
ら
、
各
地
に
機
織
・
織
縫
の
技
が

伝
播
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
▼
「
呉
服
」
の

名
称
は
、
く
れ
は
と
り
・
と
い
わ
れ
、
「
呉
国
」

の
織
り
方
に
よ
っ
て
織
り
出
し
た
絹
織
物

と
さ
れ
る
。
こ
の
呉
服
の
神
と
さ
れ
る
縫

工
女
、
四
媛
は
遥
か
中
国
・
「
呉
国
」
に
繋

が
る
玄
界
灘
を
望
む
福
津
市
奴
山
の
縫
殿

神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
▼
明
治
の
頃
、
殖

産
興
業
の
政
策
の
も
と
蚕
糸
業
は
発
展
。

我
国
の
「
原
料
」
（
桑
）
・
「
技
術
」
の
み
で
輸

出
で
き
る
産
業
で
、
外
貨
獲
得
に
貢
献
し
、

文
明
開
化
を
推
し
進
め
日
本
の
発
展
の
礎

を
築
い
た
▼
絹
の
持
つ
優
雅
な
光
沢
、
柔

ら
か
な
感
触
、
こ
の
天
然
素
材
の
美
し
さ

は
神
聖
で
あ
る
。
当
社
の
、
春
・
秋
の
大
祭

に
は
、
氏
子
代
表
が
奉
仕
す
る
奉
幣
使
よ

り
宗
像
大
神
に
正
絹
の
奉
献
が
つ
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
（
渡
）

1~3 日 秋季大祭

つきなみ

15 日 月次祭

午前10時～

高宮祭

第二宮•第三宮祭

午前 1 1 時～

総社祭

豊栄舞奉奏

17日表千家献茶祭

午前11 時～

装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小落通六条上る
神具装束・授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 肉福岡店：茫賃唸開。王慧ば喜l-12~1~-401
授与品店〒 601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23

フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

煉式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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「
沖
津
丸
」
に
奉
安
、
一
行
は
再
び

大
島
中
津
宮
へ
向
か
っ
た
。

午
前
十
一
時
半
、
大
島
へ
到
着

す
る
と
多
く
の
島
民
が
沖
津
宮
の

神
様
を
波
止
場
で
お
迎
え
し
た
。

着
岸
す
る
と
大
島
駐
在
の
パ
ト
カ

ー
に
先
導
頂
き
中
津
宮
迄
御
神

幸
、
同
宮
本
殿
で
入
御
祭
が
斎
行

さ
れ
、
本
年
度
の
沖
津
宮
神
迎
え

神
事
は
滞
り
無
く
終
了
し
た
。

尚
、
中
津
宮
本
殿
内
陣
に
仮
鎮

座
さ
れ
た
沖
津
宮
御
神
璽
は
、
中

津
宮
の
御
神
璽
と
共
に
十
月
一
日

海
上
神
幸
さ
れ
、
お
迎
え
さ
れ
る

辺
津
宮
御
神
璽
と
年
に
一
度
の
再

会
を
果
さ
れ
、
総
社
・
辺
津
宮
内
陣

に
三
宮
の
御
神
璽
が
奉
祀
さ
れ
る
。

はいの日
日た宗間九
本だ像‘月

闘：合］骨
各し研 か
事な修回ら
業今を中七
所回実堅日
のの施社ま
社研さ員で
員修せ研の
三にて修三

, ; '¥  ¥.4 1................-................. …···-~---

←区＾- ·_ミ＿：＂と が駐十
〗離宗参在三

”ー露翠癖虞虞竺霞彎虐疇か匂［ ［り［ [ 
で習と指がめどきいと衣 す目るの統た経大主こで唇悶［そ国
：得tょ導懇因皇t舌祭白研°的こ思文日営な出さ感身はた総と
し玄り‘¥累｀扁t：虞霜喜言 tよぶ 1ど念腐畠魯繭塁言百゜竺¢
なこ何だ寧で者ほい法着ま て二感触有点を三喜高く常 千望
神ととくにしがとたに付ず いつじれのと受か．めこ生 五 l
職がかここ、た初んだつけ白 まを取そ伝しけ多店ると活 名の
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る像らり拝由供 と回聞つつiしし日と分像会に たとすをの
こ大神参畜緒祭こ存以かたてったく常もか大を入今゜いま実方

餐紬窯笠ロヽ塁磁句宝在国壱孟：責喜；晏試蒼言閏 よ；門斎
t嬰；信磁悶胄闊 : :9 冑詈ぼ蒼差誓言：茫［マ 窯誓望、缶
t：感し：面が宮学婦 た非多た＜且きで様各りt：冒甘 まをどと
宗じ宗かあ参御日 い次くか取、ま詳のたな神を職 そ円且含

`2i'__ だ疑道すの きて
く問やる皆 まいり作
とに宗機様 しるま法

ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-
9 1 

めれた日きセと神 修こだ像
にまど本とツに社参でこき大

予宗しぃ人--,トよと加しろま社
像なうを創し、り、し,..‘者な洗しの
大中感愛業研日つか わた荘
ー，社堅想し者饂常場ら れ皆厳
で社がたのt'-業贋＇ょ る様さ
研員数背店臨務t'- --, 二のと
修研多景主むか身非 泊真ぉ
さ修くががこらを日 三せ世

・コ苫且喜象且ぷ嬰亨冨 g伍門
こいじらつやでリこな 研、た
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開講挨拶する葦津禰宜
..., 

た
だ
く
意
義
が
十
分
伝
わ
っ
て
い
る
·
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
研
修

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
i
の
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
神
社
は
こ
れ
ま
で
神
頼
み
の
場
で
一

し
か
な
か
っ
た
が
、
日
本
文
化
を
凝
一

縮
し
、
道
徳
の
柱
と
な
る
日
本
精
一

神
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
i

が
理
解
で
き
た
」
と
神
道
の
本
質
一

に
触
れ
、
こ
の
研
修
を
機
に
神
道
や
i

日
本
の
伝
統
文
化
に
興
味
や
親
近
一

感
を
抱
い
た
参
加
者
も
多
か
っ
た
一

よ
う
で
す
。
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
一

き
、
宗
像
大
社
の
皆
様
に
は
心
よ
一

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
i

最
後
に
、
宗
像
大
社
の
益
々
の
こ
i

;" 

い
環
境
へ
の
不
安
が
解
．
動
の
積
み
重
ね
が
求
め
ら
れ
る
実
情

か
れ
た
の
か
、
笑
み
も
浮
[
か
ら
き
て
い
る

o

実
習
中
ヽ
学
生
は
学

か
ぶ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
一
芸
員
が
行
う
実
務
の
範
囲
の
広
さ
、
量

去
る
八
月
十
八
S

二
十
八
日
ま
で
‘
]
後
は
終
始
快
活
良
く
実
習
を
こ
な
し
[
の
膨
大
さ
に
大
変
驚
い
て
い
た

o

心
身

当
大
社
神
宝
館
に
お
い
て
学
芸
員
実
一
て
い
っ
た
。
i
が
タ
フ
で
な
い
と
勤
ま
ら
な
い
こ
と

習
が
行
わ
れ
た
。
学
芸
員
資
格
取
得
を
．
当
大
社
実
習
は
内
容
に
富
み
有
益
一
を
体
感
し
、
華
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
と
は

目
指
す
県
内
外
の
大
学
生
七
名
が
参
i
で
あ
る
と
い
う
定
評
を
頂
い
て
い
る
。
i
程
遠
い
現
実
の
厳
し
さ
を
実
感
し
つ

加
し
、
連
日
、
実
務
に
要
す
る
知
識
や
一
今
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
、
例
年
同
~
つ
も
、
実
習
が
終
わ
る
頃
に
は
、
学
芸

技
術
の
習
得
に
励
ん
だ
。
」
様
、
諸
先
生
方
の
講
義
や
資
料
を
扱
う
i
員
の
仕
事
の
意
義
深
さ
に
感
銘
し
、
学

学
生
は
毎
朝
、
当
大
社
職
員
と
と
も
一
実
務
な
ど
か
ら
成
る
盛
り
だ
く
さ
ん
]
芸
員
は
や
り
が
い
の
あ
る
素
晴
ら
し

に
朝
拝
に
参
列
、
心
身
を
祓
い
清
め
て
一
の
内
容
で
あ
っ
た
。
内
訳
を
述
べ
る
と
、
．
い
職
業
と
し
て
映
り
始
め
た
様
子
で

実
習
に
の
ぞ
ん
だ
。
初
日
の
開
講
式
に
①
古
代
の
沖
ノ
島
祭
祀
の
あ
り
方
を
．
あ
っ
た
。
学
生
に
は
本
実
習
で
見
聞
し

お
い
て
、
学
生
は
皆
緊
張
の
趣
で
あ
っ
二
説
く
考
古
学
（
講
師
広
松
本
肇
氏
)
、
神
[
た
も
の
を
こ
れ
か
ら
の
飛
躍
に
つ
な

た
が
、
続
く
堤
文
化
財
管
理
事
務
局
長
i
社
奉
納
の
絵
馬
に
つ
い
て
学
ぶ
民
俗
i
げ
て
も
ら
え
れ
ば
誠
に
幸
い
で
あ
る
。

に
よ
る
神
道
と
神
社
に
つ
い
て
説
い
｝
学
（
楠
本
正
氏
）
、
当
大
社
所
蔵
文
書
か
―
こ
れ
か
ら
も
、
優
秀
な
学
芸
員
が
誕

た
講
話
を
聴
講
す
る
と
、
馴
染
み
の
無
：
ら
中
世
の
宗
像
大
宮
司
家
の
動
向
を
i
生
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
有
意
義
な
指

紐
解
く
歴
史
学
（
河
窪
学
芸
員
）
、
当
大
一
導
に
努
め
て
い
き
た
い
。
最
後
に
、
実

社
神
宝
館
の
運
営
の
特
異
性
を
紹
介
一
習
実
施
に
あ
た
り
こ
協
力
頂
い
た
皆

す
る
博
物
館
学
（
重
住
学
芸
員
）
な
ど
i
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

の
講
義
、
②
刀
剣
の
手
入
れ
法
（
藤
川•
4

t.
3

ム
i
g

宣
重
氏
）
や
沖
ノ
島
植
物
標
本
の
展
[
S
、

示
、
阿
弥
陀
経
石
の
模
刻
木
版
の
採
拓
i

（
重
住
学
芸
員
）
な
ど
文
化
財
の
取
り

扱
い
と
調
査
方
法
の
実
習
、
③
周
辺
の
一

注
目
さ
れ
る
公
立
博
物
館
の
見
学
（
石
一

井
忠
氏
ほ
か
）
、
④
文
化
財
行
政
の
講
一

義
と
現
場
見
学
（
宗
像
市
）
⑤
大
島
史
一

跡
探
訪
等
々
で
あ
る
。
一

学
芸
員
は
よ
く
「
雑
芸
員
」
と
も
い
一

わ
れ
る
。
こ
の
表
現
は
、
雑
務
の
中
に
i

身
を
置
き
な
が
ら
も
地
道
な
学
術
活
．

”
2
0
で
学
芸
員
実
習
を
開
催
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大 た S 親と成―--—·
学プ゜三善なチ当第32回
の口 ＋野る l 大―--—·
リ野 日球第ム社
し球 に大三にと
クの 東会tよ太
戦公 京が一る宰
も式 、回参府
行戦 で八東戦天
ゎ、 開月西で満
れ東 催二神三宮
る京 さ十社年の
見六 れ八人目混

•••••••••••••••••••••·•••••••••·••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

ら館 達大ヨ 0 事
六で上成社ナのな
チ歓京し・ラサ神
l 迎した太負］宮
ム会た゜宰けラ球
約が初 府老勝場

だ明 で思野ゲがと手わ会控 挨幡平東大席ー催日 了ンちで

百包靡夏［鳥』羞伍い旦五：悶鳥悶且：t`汀 且げ目含
雨止雨 状難雨外がる戦も球日なら木社司東が国記 覇し、転ー
がんは 況と。は上こ、相行大に が八庁、京出か念 を当サ対
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ｷ 

ン先え出 た注しる戦東 めち武で 〇玉 場手は雲 が況降

l 盗齊i互゜累雙氣姦ぞ 9 t: 9 乞里筐誓中匹と云竺紐字詈孟笠門g,手且 冒了嘉靡全閏 ］嬰；彦3 贔全り 魯塁了嘉t：応 Hき
たチーに初 さムえにの地 ラレ盗イ終 l 投 ［巴今戦 がか
。ラが加戦 れがだな対の 門〖塁贔岡； : 闊互臭篇 g [ 

を前三ヒ 投島 戦一社手 れな
おに番ッ ''-ーかは 試い
さ放吉卜 て娯 出塁ら出 合状
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ｷ 

途 しとにで二足が し点かフ皮回緊
太喜n•衷偉f-ムi心円中そ点なホ進盗の内最たをしオ切表迫先

かのをる l み‘舷野終展返すアり四し発
ら裏奪もム、次越安回開さぐボに番た吉
悶倫ア生貪眉且璽打先とれさ）し四大投武
乍累；で入喜虐襄孟胃皇嬰：竺~;孟入

るがた呈よ 晶［り： [ : ] ［下［晋五息息: : §弯閾 勝プローらこ野 る令制押塁靡投
京すを名撃 贔『闘塁れ孟丞 且与じ門t四悶
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

催年に拝 同谷国は さたに 野昨チ l ントチ
さ遷翌遊最御の的再祝れ吉ぱ尚球年 l はチ満 l

—●9叫,~r~(~醤且··悲塁た就打塁旦篇悶雰な武投巖羹閾ぶご畠塁念

伽心恵！ ［ 9 犀［晶畠嬰篇以昇 [ ［貫晶嬰忍‘i念口悶
含盈結観目足悶姦雷仁 腐怠悶扁舎t ；も、転を
舌房卒；悶 間闘日、彦 宣閾:[9] t,] ; 
菟地二々正 且ぁ中方 がを 連切太バラ l
で回帰式 、るもか 選み V 覇 ・ツのア
開式路参 一渋全ら 出せ E でり、宗タピウ

東
京
・
神
宮
球
場
で
開
催
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守
っ
て
い
く
か
を
考
え
、
そ
の
保
護
一
導
き
出
さ
れ
た
の
で
す
。
宗
像
そ
し

＾
臣
言
f
-
_
』
-
る
よ
宗
像
品
切
／
島
と
関
連
遣
産
群
』
保
存
に
向
け
て
、
宗
像
大
社
や
地
て
日
本
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
世

S

世
界
遺
産
の
目
的
と
課
題
S

宗
像
市
役
所
秘
書
課
域
住
民
、
地
元
漁
師
、
行
政
が
一
体
〗
界
に
誇
れ
る
遺
産
が
あ
り
、
世
界

「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
一
を
取
り
入
れ
、
倭
（
日
本
）
と
い
う
一
に
当
て
は
め
ま
す
と
、
本
遺
産
の
本
一
と
な
っ
て
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
]
遺
産
の
構
成
資
産
に
入
っ
て
い
な
い

が
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
i
一
国
の
島
国
が
成
長
し
て
い
く
過
二
質
的
な
と
こ
ろ
は
、
神
聖
性
で
す
。
：
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
宗
像
の
個
々
の
遺
産
に
つ
い
て
も
す

場
合
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
．
程
を
、
こ
の
沖
ノ
島
は
見
守
り
続
こ
こ
で
い
う
神
型
性
と
は
、
本
来
、
．
世
界
の
中
で
行
く
こ
と
の
で
き
一
べ
て
価
値
の
高
い
も
の
で
す
。
今
後

こ
れ
ま
で
も
、
宗
像
大
社
は
、
交
i
け
ま
し
た
。
国
宝
約
八
万
点
の
資
一
神
の
領
域
と
し
、
人
が
踏
み
入
る
こ
i
な
い
世
界
遺
産
は
、
「
沖
ノ
島
」
で
一
も
貴
重
な
自
然
や
文
化
財
を
保
護

通
安
全
の
神
様
と
し
て
広
く
世
の
一
料
は
そ
の
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
て
い
一
と
の
で
き
な
い
場
所
の
こ
と
で
神
宿
；
あ
る
、
と
い
っ
た
認
識
を
植
え
つ
け
i
し
つ
つ
、
世
界
に
誇
れ
る
す
ば
ら
し

中
に
知
ら
れ
、
正
月
の
参
拝
集
客
ま
す
。
も
し
、
沖
ノ
島
が
無
け
れ
ば
る
島
で
あ
る
沖
ノ
島
の
本
質
を
指
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
い
郷
土
を
も
つ
宗
像
市
を
目
指

数
一
っ
と
っ
て
も
福
岡
県
内
で
三
i
日
本
の
歴
史
は
、
大
き
く
変
わ
っ
て
一
し
ま
す
。
現
状
で
は
、
十
分
神
聖
性
一
ん
が
、
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
聞
一
し
、
文
化
財
愛
護
の
精
神
を
次
の

位
の
集
客
力
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
i
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
：
は
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
世
界
遺
産
一
け
ば
、
無
理
や
り
に
で
も
行
こ
う
と
一
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
参
拝
者
が
訪
れ
一
沖
ノ
島
を
中
心
に
関
連
す
る
宗
一
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
神
聖
性
は
保
一
す
る
人
が
出
て
く
る
の
は
世
の
常
一
恒
久
的
に
平
和
な
日
本
を
築
く
カ

る
の
は
、
辺
津
宮
だ
け
で
終
わ
っ
て
像
大
社
や
古
墳
群
が
、
本
遺
産
の
た
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
す
。
例
で
す
。
だ
か
ら
、
沖
ノ
島
は
、
人
類
み
ギ
と
な
る
こ
と
で

い
て
、
宗
像
大
社
1
1
辺
津
宮
と
の
認
」
範
囲
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
大
島
の
i
え
ば
、
現
在
、
沖
ノ
島
へ
の
渡
島
は
一
ん
な
で
守
っ
て
い
く
必
要
の
あ
る
島
i
し
ょ
う
。

識
を
も
た
れ
て
い
る
人
は
多
い
よ

□
中
津
宮
、
沖
津
宮
遥
拝
所
を
含
み
、
一
年
一
回
の
五
月
二
十
七
日
の
み
で
一
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
深
め
、
宗

う
で
す
。
宗
像
大
社
の
本
質
ま
で
踏
宗
像
本
土
で
は
、
辺
津
宮
を
は
じ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
渡
島
の
回
数
を
像
本
士
に
お
い
て
、
し
っ
か
り

み
込
ん
で
理
解
し
て
参
拝
す
る
人
め
、
沖
ノ
島
祭
祀
に
深
く
関
っ
て
い
増
や
せ
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
と
そ
の
神
聖
性
に
つ
い
て
理

は
、
こ
く
わ
ず
か
で
神
宝
館
に
来
ら
一
た
古
代
豪
族
胸
形
氏
（
宗
像
氏
）
の
一
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
ノ
島
に
上
陸
し
i
解
を
深
め
て
い
く
努
力
が

れ
て
は
じ
め
て
そ
の
奥
深
さ
を
認
]
頁
産
と
し
て
東
郷
高
塚
古
墳
・
桜
：
な
く
て
も
近
海
を
観
光
目
的
で
ク
：
必
要
で
す
。

識
す
る
と
い
っ
た
状
況
で
す
。
・
京
古
墳
・
津
屋
崎
古
墳
群
を
範
囲
i
ル
ー
ジ
ン
グ
す
る
と
い
う
行
動
が
―
今
回
の
世
界
遺
産

世
界
遺
産
登
録
の
目
的
は
、
沖
：
と
し
て
い
ま
す
。
こ
漁
場
を
荒
ら
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
一
登
録
の
活
動
は
、
「
宗

ノ
島
や
宗
像
大
社
の
本
質
部
分
を
一
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
一
一
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
一
像
・
沖
ノ
島
と
関
連

如
何
に
広
く
日
本
に
、
そ
し
て
世
界
」
気
に
観
光
客
が
増
え
ま
す
。
他
の
遺
：
な
こ
と
は
、
神
聖
性
や
真
実
性
を
．
遺
産
群
」
と
い
っ
た
＜

に
知
ら
せ
、
遺
産
価
値
の
共
有
を
産
を
見
て
み
ま
す
と
観
光
誘
致
を
]
里
ん
じ
る
世
界
遺
産
の
趣
旨
か
ら
i
く
り
で
文
化
財
を
検

図
っ
て
い
く
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
]
目
的
で
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
：
も
反
し
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
地
元
一
討
す
る
き
っ
か
け
と
な

り
保
護
保
存
を
推
進
す
る
こ
と
に
：
と
こ
ろ
も
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
世
i
漁
師
が
守
っ
て
き
た
沖
ノ
島
へ
の
自
一
り
ま
し
た
。
沖
ノ
島
・

あ
り
ま
す
。
一
界
遺
産
に
な
っ
た
後
の
観
光
被
害
然
発
生
的
な
保
護
体
制
が
崩
壊
し
宗
像
大
社
・
古
墳
群
は
、
]

地
球
上
に
お
い
て
こ
の
沖
ノ
島
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
、
世
界
遺
て
し
ま
い
ま
す
。
一
見
す
る
と
ま
っ
た
く
別

は
、
た
だ
の
島
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
・
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
遺
産
の
~
世
界
遺
産
登
録
を
推
進
す
る
立
]
の
種
類
の
資
産
で
あ
り
ま

黄
河
文
明
か
ら
育
ま
れ
た
東
ア
ジ
｝
破
壊
を
招
く
と
い
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
こ
塙
と
し
て
、
本
遺
産
の
神
聖
性
や
真
一
す
が
、
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で

ア
の
先
進
地
域
か
ら
文
化
や
技
術
る
よ
う
で
す
。
こ
の
状
況
を
本
遺
産
実
性
を
登
録
し
た
後
も
、
如
何
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
付
加
価
値
が

i 
·卜、

1 ．せ＇．

“‘ ・●ヽ｀．，り洩りな·疇::·恥，，I~賣囀鼻
｀こ：三｀―-―-こば;.,._ー-.、:.:~'←ぷ—
.9.. - • •Jら↓一，’

躙
百

一
覧

っ ー」
慶
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境
内
の
御
神
木
で
奉
製
し
た
御
守
を
、
本

殿
・
祈
願
殿
で
秋
季
大
祭
の
十
月
一
日
よ
り
授

与
し
て
お
り
ま
す
。

神
社
の
社
叢
は
「
鎮
守
の
杜
」
と
呼
ば
れ
、
当

大
社
も
自
然
災
害
等
止
む
を
え
な
い
場
合
を

除
い
て
、
神
苑
の
樹
木
を
大
切
守
っ
て
お
り
ま

す
。し

か
し
、
高
宮
へ
と
続
く
参
道
に
あ
る
樹
齢

約
四
十
年
の
杉
六
本
が
立
ち
枯
れ
し
倒
れ
る

危
険
が
あ
り
、
今
年
の
三
月
に
伐
採
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

神
社
と
し
て
も
、
神
苑
で
生
を
受
け
た
御
神

木
の
御
霊
を
永
遠
な
る
存
在
に
と
、
御
守
と
し

て
再
生
致
し
ま
し
た
。

宮
大
工
が
皮
を
剥
い
で
製
材
し
、
神
職
が
一

っ
―
つ
焼
印
を
押
し
、
巫
女
が
紐
を
通
し
箱
詰

め
し
、
真
心
込
め
て
奉
製
致
し
ま
し
た
。

宗
像
大
神
の
神
域
を
守
護
し
続
け
て
き
た

御
神
木
の
御
稜
威
を
、
こ
参
拝
の
皆
様
に
も
受

け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ー、

S

境
内
の
御
神
木
に
新
た
な
命
s

•...•-—’‘ 

-―會

二―------,.

杜i
ま
も
り、

t
寸

新
し
い
御
守
の
御
紹
介

9亘匡担魏漆室のマ屁u
神郡宗像に菊の季節が到来しました。九州各県を中心に、全国の菊花
愛好家が丹精込めて作り上げた銘花約3000鉢力又境内中に展示されま

す。この大会の最高賞は内閣総理大臣賞、この他に大臣賞が11 本授与さ

れ、別名「菊作り九州ナンバーワン決戦大会」とも呼ばれています。

期間中は、観菊者、七五三詣での家族連れなどで賑います。また菊苗・

菊鉢の販売、勅使館をこの時期限定で特別に開放「抹茶コーナー」、豪華

景品が当たる『菊みくじ』、宗像観光協会の運営する『いっぷく茶屋」な

ども開かれています。是非、御参拝下さいますよう御案内申し上げます。

1 宗像大社刀剣展開催 I

期 間

時間

会場
拝観料

駐車場

10月31 日（金）~ :.ヽ．“•
』』 ゞヽ ,...; 

~l l 月23日（日）， ` ＿.:ミ忍勺
ヽ・

終日 . ．：：．疇•:::•• ,.‘. 
宗像大社境内 ．．·＾、ム，．‘

無料・

無料

菊花の秋恒例の刀剣展を開催します。当

大社に所蔵する奉納刀を中心に展示し

ます。沖ノ島祭祀にかかる神宝（国宝）な

どを紹介した常設展示も併せてご覧い

ただけます。皆様、是非お越し下さい。.................................. 
◆日時
平成20年11 月 1 日（土） ～12月 1 日（月）

午前9時～午後4時半

◆会場宗像大社神宝館 1 階展示室

◆入館料大人500円
大学・高校生300円

中・小学生200円
※ 15名以上は1 名に付100円引き

なお、展示替え作業のため

会期の前後で休館します。

◆休館日

平成20年10月 29 日（水） ～10月 31 日（金）
平成20年12月 2 日（火） ～12月 5 日（金）
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痕直 うので非か大けあはるり散み終配てに括当らもは
がし翌だ土‘違ら路たと首とにりなり分いくりてい品‘

旦t悶亙悶喜雷：舟玉含讐特な散？：、がだ；胃り ;r;
いとく 越姿当つ四雀 ．ー：！ いを腹、腰
召旭昨 えが邸な条 -、た持巻年が
首面夜 孟消の四喜 "'~ ＾マ｀，＇符 h～事·ヽ ｀へ指ち、を住優
領にの にえ西条た—●,、J L ・ウし:\‘ ’ 、＇ぐ·>貫裾し一雅
は点道 入たの大打．～’•9 ず、ロ・：｀ ' ｀ヽ一蛉 ;T‘`, .• しケ袴にて、四て
傷々を っこ0 「1 路き‘→'?’tヽ： R.... .:— -．一～ を緋籠五物
をと迪 たの近の四 ＇さご、4- --,'’; •こ生ム｀ •••` . 脚色手歳言
負血り よ邸く検条 . ー· ·—`,.`.‘. 1 高のをぐい

ヽ ':--さや、--:: t :: ^ -J..:.̀ •• =, ^•い、こぎ•Jォ
-------·-·························--·······························疇·········-·····----········--·· ~ • -ｷ - ····--疇···-······--········-雫·····--·-疇疇......疇雫··········-··············

隈るには続対かはたをず 子で出違げにて邸えの検るつ
無に犯--,い屋ら出が厳家別細参入使たそ若のて門非°て
＜相人局てののな疑し中当を上り別°の者者い前違そぃ
捜違をのい車血ヵシゎくのは告しし当主こはかたま使のた
索ぶ、門腐な宿ぱえし斜男驚げててのはと家言゜で邸血の
貪皇ャの應主嬰瓜盆↑1 f、:、t； ：心t塁魯皇房国贔腐百；
が、

羞讐□言こげ』言］
心，て‘る指たのるたたをた不達せて肩と嵐言め
夜そ゜貫通嬰：、悶閾厚必累 k ；も、位言邪殿ら

\ ；腐［塁:i讐まをが孟麿靡五厳象ぶ：嘉；ょ
：嘉讐旦塁よ喜別隻］ご 9 ：ヽ；： ］〗食： ; ：評冒：互｀ ［『忍、怠犀］悶

；：：口言：：：：：：：：汀畜｀’こぎ’al一山ヵ夏1 言芳巳
胄と炉素き：名の巳亙嬰g g g塁嬰弯
悶喜ぎ I 農に、習盆贔 は名g犀皇存：
閤 :(: :、、訂ぶく、。：、：i: 塁喜ピ［也；亨言をカニ｀］高つきt見

塁灯靡バ這門宝呈門ぶ摩 I 晏なぎ身門
な何好ば嘆達られたぶ袖時性身ほ動が
いーとかのはわはがりを、は分どき市
女ついり声、にさ女顔頭単外のだでを

（続）

230 

い
し
い
た
だ
し
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ヽ
ノ

第
五
六
六
回

駐
疇
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
邸
日
メ
切
晶

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

炎
天
を
汗
を
拭
き
拭
き
来
し
友
の
帰
り
に
ハ
ン
カ
チ
忘
れ
て
ゆ
き
ぬ

一
□汀
。
っ
そ
た
』
：
年
走
｀
』
げ
汀
鯰
渭
鱈
汀
鱈
。

j
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

痛
み
に
臥
せ
＋
H
余
と
な
る
吾
が
顔
の
鏡
の
中
に
別
人
と
な
る

我
と
我
が
顔
の
変
り
ざ
ま
に
驚
い
た
田
中
さ
ん
。
初
句
の
字

一
汀
鱈
悶
認
瓢
口
げ
‘
汀
詞
つ
の
汀
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

「
道
の
駅
宗
像
」
が
出
来
嫁
と
来
ぬ
獲
り
立
て
の
鯵
は
鯛
よ
り
高
値

一
闘□”
”
5
．
口
冒
賢
鱈
い
ろ
汀
彗
鱈

0叩
゜

う
き
は
町
浮
羽
向
則
正

二
歳
の
孫
あ
づ
か
り
て
よ
り
一
週
間
母
を
捜
さ
ず
泣
か
ず
た
く
ま
し

-
t
i
]
豆
謬
三
→
い
言
韓
汀
]
ろ
こ
び
。
一
、
二
、
句

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

白
煙
を
立
て
つ
つ
走
る
俄
雨
い
っ
き
に
醒
む
る
央
竹
桃
は
も

一
口
鱈
汀
筐
訂
直
昇
戸
口
鱈
遭
い
い
《
｀
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

ケ
ア
ル
ー
ム
ピ
ア
ノ
で
「
旅
愁
」
弾
き
い
れ
ば
友
は
側
に
き
小
声
で
歌
う

一
汀
賃
い
詞
認
。
こ
と
の
幸
せ
。
作
者
と
の
ひ
と
と
き

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

嬰
子
を
嫁
に
抱
か
せ
て
嬉
し
気
に
拝
殿
下
り
る
老
夫
婦
あ
り

回
馨
の
宮
詣
り
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
家
を
あ
げ
て
の
喜
び
で
あ
る
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

山
の
宿
朝
発
つ
わ
れ
ら
送
る
が
に
鶯
い
く
ど
も
い
い
声
聴
か
す

ロ
t
i
琶
汀
麟
翫
汀
『
』
区

0で
も
あ
る
。
初
句

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

神
門
の
夏
越
の
萱
を
ひ
と
握
り
抜
き
き
て
家
の
祓
ひ
も
済
ま
す

口
麟
鱈
豆
臼
履□
戸
丘
戸
汀[
O
不
精
者
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

木
洩
れ
H
も
両
手
に
掬
び
ま
ろ
や
か
な
山
の
精
気
の
清
水
を
飲
み
ぬ

暉
す
ず
や
か
な
一
首
に
仕
上
っ
て
い
る
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

マ
ラ
リ
ヤ
に
除
隊
と
な
り
て
復
員
す
手
帳
に
て
知
る
夫
の
軍
歴

ロ□`
謬
這
虚
を
付
き
つ
け
る
一
首
。
上
句
は
「
」
を
付
け
る

宗
像
市
光
岡
佐
藤
純
一

な
つ
か
し
い
恋
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
流
れ
つ
つ
愛
の
糧
な
る
赤
い
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

□謬
芸
丘
皇
口
。
田
聖
子
の
作
詞
作
曲
の
由
。
聖
子
フ
ァ
ン
な

宗
像
市
田
久
井
上
光

六
歳
の
わ
れ
が
抱
き
し
骨
壷
の
父
よ
時
に
は
夢
に
立
ち
ま
せ

回
作
者
の
抱
く
骨
壷
の
父
は
戦
死
だ
ろ
う
か
、
深
い
父
恋
い
の
う
た
。

宗
像
市
光
岡
森
田
富
佐
子

お
早
う
の
挨
拶
交
わ
し
笑
顔
に
て
歌
出
来
し
か
と
尋
ね
く
る
友

口
彗
友
丘
応
〗
心

3
]汀心
。
近
か
に
居
る
こ
と
の
幸
せ
。
結
句

宗
像
市
光
岡
一
木
照
代

山
椒
に
百
舌
は
蛙
を
突
き
刺
し
て
苛
酷
な
じ
き
に
餌
の
確
保
を

一
口
餌
舌
臼
汀
]
]
戸
這
遭
『
『
]
作
者
の
心
理
。
下
句
は

, 
ジ
ジ
ジ
ジ
と
暗
き
は
じ
め
し
が
シ
ワ
シ
ワ
と
な
ら
ず
止
め
た
り
ど
う
し
た
熊
蝉

二
つ
の
み
咲
き
た
る
彼
岸
花
に
き
て
何
か
説
き
を
り
蝉
の
法
師
が

-
1一
度
食
ベ
一
1一
度
仕
舞
ふ
は
大
錢
な
る
俄
や
も
を
に
法
師
蝉
暗
く

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

永
き
日
の
墓
に
剣
の
露
涼
し

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

孫
が
来
て
端
居
の
夕
と
な
り
に
け
り

野
球
が
終
わ

」
り
ま
し
た
。
サ

ヨ
ナ
ラ
勝
ち
に
、
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け

の
ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
て
‘
＿
時
は
ど

う
な
る
こ
と
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

何
と
か
優
勝
で
き
ま
し
た
▼
そ
れ
に

し
て
も
神
宮
球
場
は
す
ば
ら
し
く
、
マ

ウ
ン
ド
で
投
げ
れ
た
こ
と
は
＿
生
の

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
公
に
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
マ
ウ
ン
ド
の
土
と
ウ
イ

ニ
ン
グ
ポ
ー
ル
は
小
生
が
こ
っ
そ
り
賜

り
ま
し
た
▼
さ
て
、
現
在
愚
息
と
＿
緒

に
電
車
（
プ
ラ
レ
ー
ル
）
に
夢
中
で
す
。

飛
行
機
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
電
車
は
奥
が
深
い
で
す
。
そ

こ
で
感
じ
た
の
が
、
九
州
の
電
車
は
デ

ザ
イ
ン
性
が
高
い
で
す
。
「
つ
ば
め
」
「
か

も
め
」
「
ソ
ニ
ッ
ク
」
「
ゆ
ふ
い
ん
の

森
」
．
．
．
．
。
さ
ら
に
電
車
博
物
館
も
沢

山
あ
っ
た
り
、
S
L

が
走
っ
て
い
た
り

と
、
こ
な
す
べ
き
家
族
サ
ー
ピ
ス
の
ネ

タ
は
尽
き
ま
せ
ん
▼
ち
な
み
に
当
大

社
か
ら
始
ま
っ
た
「
交
通
安
全
」
の
崇

敬
、
そ
の
最
初
は
明
治
に
ま
で
遡
り
ま

す
。
博
多
ー
赤
間
ま
で
敷
か
れ
た
鉄

道
、
そ
の
赤
間
駅
で
の
踏
切
事
故
を
き

つ
か
け
と
し
て
、
今
日
の
崇
敬
が
本
格

的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
で
自
動
車
全
盛
の
時
代
と
な

っ
て
も
、
鉄
道
関
係
者
の
篤
い
崇
敬
は

今
日
で
も
続
き
、
新
年
最
初
の
交
通
安

全
祈
願
祭
は
社
長
以
下
役
員
参
列
の

下
「
J
R
九
州
」
で
す
。
（
塚
）
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